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　目標は高く、高く持つべきもの
　今年も、小学生全国大会、通称「全少」、そして中学生全国大会「全中」の予選大会が終わりました。この大会に向けて日々稽古を

積み重ね、望んだ結果を手にした者、悔しい思いをした者、それぞれにさまざまな思いが交錯する大会となりました。

　見事、全国大会への出場権を獲得した子どもたちは、これから本番に向け、更に厳しい稽古を積み重ねていかなければなりません。

その原動力となるのは、自分自身の目標です。ぜひ、より高い志を持って稽古に励んでもらいたいと思います。

　さて、近年、全空連などでは空手道大会を【KARATE GAMES】と表記することが多くなってきました。しかし私は、この【GAMES】とい

う言葉に少し違和感を覚えています。英語の「GAME」には、「遊び」「娯楽」「勝負を楽しむもの」という意味合いが強くあります。も

ちろんスポーツの試合という意味でも使われますが、武道における「試合」、つまり“互いを試し合う”という本来の意味とは、少し

異なるように感じるのです。もし空手道大会が【KARATE
GAMES】だとすれば、それは「勝敗を競い、それを楽しむもの」というニュア

ンスになるのでしょう。しかし、武道とは本来、己を鍛え、磨き、成長させていくものです。そう考えると、「GAME」という言葉は少し

軽く感じられます。

　空手道が武道である以上、大会においても本当に向き合うべき相手は「他人」ではなく、「自分自身」であるべきだと私は考えてい

ます。なぜなら、大会に出場する本来の目的は、自分自身を磨き、成長させることにあるからです。

　再三皆様にもお伝えしておりますが、古賀道場の目標は「全国大会出場」でも「全国大会入賞」でもありません。空手道を通じた人

格形成こそが、本当の目的です。だからこそ、このたび全国大会に出場する子どもたちには、しっかりとした高い目標を持って挑んで

もらいたいと思っています。私は道場で、子どもたちによく「全国大会での目標は？」と尋ねます。すると、「ベスト8です！」「全国

優勝です！」と、頼もしい答えが返ってきます。

しかし、私はそこで更に問いかけます。「その後は？」

　私は、この問いこそがとても大切だと思っています。全国優勝という目標は、決して簡単なものではありません。しかし、それを達

成することだけを最終目標にしてしまえば、そこで成長は止まってしまいます。せっかく与えられた貴重な機会です。大会で結果を出

すことだけで終わるのではなく、その経験を今後どう生かしていくのか、自分はどんな人間になっていきたいのか、そこまで考えてほ

しいのです。

　繰り返しになりますが、全国大会出場の目的は、順位を競うことではなく、自分自身を磨き、成長させることにあります。ここを見

失ってしまえば、本来の目的から外れてしまいます。全国大会とは、その場に立った自分自身が、「何をするのか」「何をすべきなの

か」「何ができるのか」を試す場です。順位は、その結果として後からついてくるものに過ぎません。　

　古賀道場としては、この夏、全国大会出場を許されたすべての子どもたちにとって、この経験が自分自身を大きく成長させる機会と

なるよう、日々の稽古の中でもしっかりと伝えていきたいと思っております。

　保護者の皆様におかれましても、古賀道場が子どもたちに何を学んでもらいたいのかを、改めてご理解いただき、道場と共に子ども

たちの健やかな成長を支えていただければ幸いです。

GENKI❢



光生くん、佐賀県優秀選手賞受賞
昨年開催された小学生全国大会「全少」において、個人組手で見事３位入賞を果たした

光生くんに、このたび佐賀県より優秀選手賞が授与されました。

佐賀県代表として全国大会に挑み、全国という大きな舞台、そして重圧の中でも臆する

ことなく、準決勝まで素晴らしい試合を重ね勝ち上がっていった姿を称え、今回、佐賀

県空手道連盟会長名にて表彰をいただきました。

古賀道場としても、大変名誉なことであり、心より嬉しく思っております。

今回の表彰は、光生くん自身にとっても大きな誇りとなることでしょう。しかし、全少

３位という結果は、あくまでも昨年積み上げてきた努力の結果です。

今年の全国大会では、再び“一挑戦者”として、その舞台に立たなければなりません。

前年度３位入賞という肩書にとらわれることなく、もう一度初心に帰り、自分自身を更

に高める気持ちで、今年の全少でも躍動してくれることを期待しています。

光生くん、このたびの受賞、本当におめでとうございます。

5月2日㈯に開催された県中学生大会（全中予選会）では、女子選手たちが大活躍を見せてくれました。
まず団体形では、すず音、貴恵、椿の3人が出場。それぞれ個性の強いメンバーだけに、大会直前までお互いの思いをぶつけ
合いながら調整を続けてきました。
団体形にかける思いが強ければ強いほど、自分の表現も強くなり、形がなかなか合わず苦しい時間もありました。しかし、そ
うした壁を乗り越えた3人は、本番で素晴らしい演武を見せ、見事準優勝。全中出場を決めました。
また、貴恵、結乃、優月、椿で挑んだ団体組手では、「強い古賀道場」を存分にアピール。圧倒的な強さで見事優勝を果た
し、団体形・団体組手の両種目で全中出場を決めました。
個人では、組手に出場した貴恵が圧巻の試合内容で優勝。個人組手、団体形、団体組手の3種目で全中出場という素晴らしい
結果を残しました。
続いて、5月10日㈰に開催された県少年少女大会（全少予選会）では、小学2年生から6年生まで、出場した選手たち全員が素
晴らしい頑張りを見せてくれました。
2年生では、希一郎が形準優勝、組手優勝と大活躍。仁織も組手決勝で希一郎に敗れたものの、堂々の準優勝となりました。
俊介も形で奮闘し、4位入賞を果たしました。
3年男子では、竜平が組手で優勝。今年も全少出場を決めました。
4年生男子では、旺佑が組手準優勝、形3位と健闘。組手決勝は今年も旺佑対颯斗の対戦となりましたが、今回は颯斗がこれま
での悔しさを晴らし、見事優勝を勝ち取りました。
4年女子では、今年も光璃と歌音による決勝戦となり、光璃が接戦を制して優勝。歌音も準優勝と素晴らしい結果を残しまし
た。
5年女子の花那は、長年の宿敵である寺島選手を2回戦で破ると、その勢いのまま組手優勝を達成。形でも4位入賞と、こちら
も大健闘でした。
6年女子形では、安那が決勝ラウンドで見事なチントウを披露し、他を圧倒する得点で優勝。男子組手では、前年優勝者の光
生が不在の中、和真が圧倒的な強さを見せて優勝しました。
また、6年女子組手では昨年と同じく結彩対華恵による決勝戦となりました。今年は結彩が昨年の悔しさを晴らし、見事優勝
を果たしました。
その他にも、仁織の組手準優勝、光璃の優勝、歌音の準優勝など、多くの選手たちが素晴らしい結果を残してくれました。
見事、全少・全中の切符を獲得した選手たちには、佐賀県、そして古賀道場の誇りを胸に、自信を持って全国の舞台に立って
もらいたいと思います。
そして全国大会は、結果だけを求める場所ではなく、自分自身を更に成長させる大切な機会です。全国の強豪たちとの出会い
や経験を通して、更に大きく成長した姿を見せてくれることを期待しています。
最後の締めを少し「人格形成・成長」の古賀道場らしさに寄せています。会報誌の挨拶文とも自然につながる流れにしてあり
ます。

中学生女子団体組手優勝・団体形準優勝！貴恵個人組手優勝で全中へ！
小学生19種目で全少出場権を獲得！
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